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特集２   令和２年度予算概要

特別会計･企業会計
37億 8,712万円

特別会計名 当初予算額（万円）
国民健康保険事業

介護保険事業

介護サービス事業

後期高齢者医療事業

再生可能エネルギー発電事業

簡易水道事業（収益的収支）

簡易水道事業（資本的収支）

下水道事業（収益的収支）

下水道事業（資本的収支）

病院事業（収益的収支）

病院事業（資本的収支）   

   

6 5 , 4 0 4

9 3 , 6 0 1

6 , 4 7 9

9 , 8 0 8

1 , 2 0 1

1 4 , 5 1 1

6 , 8 8 3

1 6 , 8 9 2

8 , 8 0 0

1 1 7 , 4 8 1

3 7 , 6 5 2

（令和２年度施政方針より一部抜粋）

特別会計･企業会計の総額は37億8,712万円で、日南病院の運営をは

じめ国民健康保険事業や下水道事業など町民の暮らしに密着した事

業を行います。

一般会計歳出
67億0,200万円

令和２年度当初予算 成立

扶助費
40,413
6.0％

積立金
974
0.1％

維持補修費
21,536
3.2％

予備費
1,000
0.1％

公債費

70,678

10.5％

物件費

96,886

14.5％

補助費等
120,009
17.9％

貸付金
21,980
3.3％

災害復旧費事業
3,625
0.5％

繰出金
38,979
5.8％

総額 104 億8,91２万円
（特別会計･企業会計含む）

普通建設事業費
164,484
24.5％

（令和２年３月末の人口４,448人で換算）

議　会　費
15,697円

商　工　費
19,247円

民　生　費
245,648円

衛　生　費
213,193円

農林水産業費
297,633円

総　務　費
332,245円 消　防　費

30,442円

★町民１人あたりが受けるサービスに換算すると
（合計1,506,744円）

予　備　費
2,248円

公　債　費
158,898円

教　育　費
87,588円

土　木　費
95,755円 災害復旧費

8,150円

人件費

89,636

13.4％

高
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※その他の主要事業につ
　いては｢2020町政のし
　おり｣(｢広報にちなん
　６月号｣と共に配布予
　定)に掲載します。

歳 出 
（万円）
％は構成率

投資的経費
168,109
25.1％

義務的経費
200,727
30.0％

その他経費
301,364
44.9％

国庫支出金
64,954
9.7％

町　税
43,272
6.5％ 地方交付税

285,000
42.5％

町債
102,377
15.3％

県支出金
83,601
12.5％

地方譲与税など
22,842
3.4％

一般会計歳入
67億0,200万円

負担金
など
42,679
6.4％

繰入金
22,475
3.4％

繰越金
3,000
0.4％

歳 入 
（万円）
％は構成率

依存財源
558,774
83.4％

自主財源
111,426
16.6％

 地方譲与税のうち森林環境譲与税が5,702万円で3,022万円の増加となっています。地方消費税交

付金が1,851万円増加、地方交付税は昨年度と同額の28億５千万円を見込んでいます。町債は、デ

ジタル防災行政無線整備事業や木材団地造成事業などの大型事業の皆減により７億1,082万円減の

10億2,377万円を見込んでいます。

　昨年度に引き続き第２期タウンズネット光化事業を実施し完成を目指します。また、主要な新規

事業は、公共施設個別施設計画策定支援業務委託、２市４町運用共通化収納業務システム改修業務

委託、空き家等リノベーション創業支援、林業アカデミー実習棟建設事業、サクラクレパスオリジ

ナル商品開発委託、就業管理システム導入、ドローン操作教習受講、ゆきんこ村グラウンド芝生化

事業、日野郡ふるさと教育推進事業、日南町学校給食費補助金、日南中学校トイレ改修事業などを

実施します。公債費は、道の駅整備事業関連の元金償還が始まることにより、対前年9,318万円の

増となります。これらにより不足する財源は、財政調整基金より１億4,265万円繰り入れることと

しています。

　国民健康保険特別会計など、特別会計（企業会計を除く）の予算総額は17億6,493万円で、対前

年度3,959万円、2.2％の減となりました。簡易水道事業、下水道事業、病院事業の企業会計予算総

額については20億2,218万円で、対前年度２億4,390万円、13.7％の増となりました。この結果、全

会計総額は、104億8,912万円で対前年度９億8,192万円、8.6％の減となりました。 

歳入では

歳出では

特別会計

　令和２年度予算案が３月定例議会で審議され、最終日の３月25日に可決されました。


